
－ 57 －

は
じ
め
に

　

平
成
二
九
年
度
に
行
わ
れ
た
本
学
総
合
文
化
研
究
所
大
会
（
二
〇
一
七
・

七
・
一
）
は
、「
信
州
弁
の
日
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
。
以
下
に
、
当
日
の
概

要
を
報
告
・
記
録
し
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
方
言
を
教
材
に
し
た
総
合
学

習
の
展
開
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

　

本
稿
の
構
成
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　

一
、
概
要
報
告
…
…
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
企
画
趣
意
書

　
　

二
、
基
調
講
演
（
再
録
）

　
　

三
、
来
場
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
分
析

　
　

四
、
方
言
を
教
材
に
し
た
総
合
学
習
の
展
開

　
　

五
、
ま
と
め

一
、
概
要
報
告

　

ま
ず
、
当
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
掲
げ
る
。

　
　

Ⅰ
．
①
基
調
講
演
「
危
機
言
語
と
し
て
の
信
州
弁
」（
大
橋
敦
夫
）

　
　
　
　

②
研
究
発
表
「
嬬
恋
方
言
と
上
田
方
言
の
類
似
点
」（
本
学
学
生
）

　
　

Ⅱ
．
私
の
マ
チ
と
コ
ト
バ
…
…
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　

①
長
野
県
内
（
本
学
学
生
六
名
）

　
　
　
　

②
新
潟
県
内
（
本
学
学
生
二
名
）

　
　
　
　

③
静
岡
（
本
学
学
生
）

　
　
　
　

④
徳
島
（
本
学
学
生
＋
本
学
専
任
教
員
）

　
　
　
　

⑤
中
国
語
（
本
学
外
国
人
特
別
研
究
生
＋
本
学
専
任
教
員
）

　
　

Ⅲ
．
方
言
演
劇
（
本
学
演
劇
サ
ー
ク
ル
）

　
　
　
　

①
シ
ン
デ
レ
ラ

方
言
を
教
材
に
し
た
総
合
学
習
の
展
開

大
　
橋
　
敦
　
夫

〈
論
　
文
〉

―
―
「
信
州
弁
の
日
」
の
ま
と
め
を
踏
ま
え
て
―
―
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②
白
雪
姫

　
　
　
　

③
浦
島
太
郎

　
　

Ⅳ
．
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
（
本
学
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
）

　
　
　
　

県
歌
「
信
濃
の
国
」
の
ダ
ン
ス

　

当
日
の
ス
テ
ー
ジ
発
表
・
運
営
は
も
ち
ろ
ん
、
準
備
段
階
（
ポ
ス
タ
ー
・

チ
ラ
シ
の
作
成
等
）
か
ら
、
学
生
が
主
体
的
に
関
わ
れ
る
場
面
が
多
く
な
る

よ
う
心
が
け
た
も
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
Ⅰ

－

②
の
研
究
発
表
は
、
そ
の
後
、
論
文
形
式
に
整
え
ら
れ
、
本

学
総
合
文
化
学
科
『
平
成
二
九
年
度
卒
業
研
究
集
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
Ⅱ
は
、
出
身
地
域
の
紹
介
と
主
な
俚
言
を
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
に
よ

り
五
分
程
度
で
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
し
た
。
中
国
語
に
つ
い
て
は
、
地

域
差
の
説
明
に
加
え
、
少
数
民
族
の
様
子
も
紹
介
さ
れ
た
。
Ⅲ
は
、
選
び

取
っ
た
場
面
の
セ
リ
フ
を
演
者
の
出
身
地
域
の
方
言
に
よ
り
脚
色
し
て
い

る
。
Ⅳ
で
は
、
ユ
ー
ロ
ビ
ー
ト
の
県
歌
「
信
濃
の
国
」
に
合
わ
せ
た
ダ
ン
ス

が
披
露
さ
れ
た
。

　

つ
づ
い
て
掲
げ
る
の
は
、「
信
州
弁
の
日
」
の
企
画
趣
意
書
で
あ
る
。

　
　
　

信
州
弁
の
日
・［
企
画
趣
意
書
］

　

生
物
の
世
界
の
絶
滅
危
惧
種
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
方
が
意
識
さ
れ
て
い

る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
言
語
に
も
消
滅
が
懸
念
さ
れ
る
危
機
言
語
が
あ
り
ま

す
。
ユ
ネ
ス
コ
が
「
世
界
危
機
言
語
地
図
」
と
い
う
も
の
を
作
成
し
て
い
ま

す
が
、
そ
の
第
三
版
（
平
成
二
一
年
二
月
）
に
、
日
本
国
内
の
八
つ
の
言
語

が
入
り
ま
し
た
、
す
な
わ
ち
、
ア
イ
ヌ
語
・
八
重
山
方
言
・
与
那
国
方
言
・

八
丈
方
言
・
奄
美
方
言
・
国
頭
方
言
・
沖
縄
方
言
・
宮
古
方
言
で
す
。

　

ま
た
、
近
年
の
東
日
本
大
震
災
に
代
表
さ
れ
る
自
然
災
害
は
、
あ
っ
と
い

う
間
に
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
破
壊
し
て
し
ま
う
こ
と
、
ま
た
そ
の
地
域

の
再
生
の
絆
と
な
る
も
の
が
、
地
域
の
言
葉
（
方
言
）
で
あ
る
こ
と
を
私
た

ち
に
認
識
さ
せ
て
も
く
れ
ま
し
た
。

　

さ
て
、わ
れ
ら
が
信
州
弁
の
現
在
そ
し
て
未
来
は
、い
か
な
る
も
の
で
し
ょ

う
か
。
将
来
の
信
州
弁
の
担
い
手
と
な
る
で
あ
ろ
う
学
生
た
ち
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
の
コ
ト
バ
に
つ
い
て
の
思
い
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　

題
し
て
「
信
州
弁
の
日
」。
信
州
方
言
に
思
い
を
は
せ
、
コ
ト
バ
に
つ
い

て
弁
じ
る
こ
と
を
主
眼
と
し
ま
す
。研
究
発
表
あ
り
、地
域
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
あ
り
、
演
劇
あ
り
、
ダ
ン
ス
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

（
総
合
文
化
研
究
所
・
大
会
と
し
て
は
、「
信
州
弁
サ
ミ
ッ
ト
」（
二
〇
一
二
）

「
信
州
方
言
フ
ェ
ス
タ
」（
二
〇
一
四
）
に
つ
づ
く
、
方
言
を
テ
ー
マ
に
し
た

三
回
目
の
大
会
で
す
。）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
大
橋
敦
夫
・
筆
〕
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二
、
基
調
講
演
（
再
録
）

　

日
本
語
方
言
の
今

　

皆
さ
ま
、こ
ん
に
ち
は
。
本
日
は
、「
信
州
弁
の
日
」
に
ご
参
加
く
だ
さ
り
、

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ト
ッ
プ
を
切
り
、
基
調
講
演
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
大
会
の
テ
ー
マ
で
あ

る
「
信
州
弁
の
日
」
と
い
う
、
や
や
大
胆
な
ネ
ー
ミ
ン
グ
の
趣
旨
説
明
か
た

が
た
、
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

近
年
、日
本
語
方
言
の
世
界
で
も
、生
物
の
絶
滅
危
惧
種
に
な
ぞ
ら
え
、「
消

滅
危
機
言
語
」
と
さ
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
ユ
ネ
ス
コ
で
は
、
レ
ジ
ュ
メ

に
挙
げ
ま
し
た
七
つ（
＊
）を
指
定
し
て
い
ま
す
。

　
　

＊
八
丈
語
・
奄
美
語
・
国
頭
語
・
沖
縄
語
・
宮
古
語
・
八
重
山
語
・

　
　
　

与
那
国
語

　

そ
の
背
景
に
は
、
人
口
減
と
共
通
語
の
広
が
り
が
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
こ
こ
数
年
の
大
規
模
な
自
然
災
害（
＊
）は
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
あ
っ
と
い
う
間
に
壊
し
て
し
ま
う
こ
と
を
、
私
た
ち
は
目
の
当
た
り

に
し
ま
し
た
。

　
　

＊
東
日
本
大
震
災
・
長
野
県
北
部
地
震
（
二
〇
一
一
）、
熊
本
地
震
・

鳥
取
地
震
（
二
〇
一
六
）

　

そ
し
て
、
そ
の
地
域
再
生
の
鍵
に
な
る
も
の
と
し
て
、
地
域
の
言
葉
が
絆

と
な
る
こ
と
も
、
あ
わ
せ
て
実
感
し
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
の
後
、
全
国
各
地
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
支
援
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

に
は
、
方
言
を
含
む
も
の
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
た
と
え
ば
、
沖
縄
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
大
漁
旗
に
は「
ち
ば
り
ょ
ー
（
＝
が
ん
ば
れ
）」の
文
字
が
書
か

れ
て
い
た
り
し
ま
し
た
。
ま
た
、
何
よ
り
も
被
災
地
に
暮
ら
す
方
々
自
身
が

「
が
ん
ば
っ
ぺ
し
（
＝
が
ん
ば
ろ
う
）」と
自
ら
を
励
ま
し
て
い
ま
し
た
。

　

あ
れ
か
ら
六
年
。
日
常
生
活
で
、
方
言
を
主
に
使
う「
方
言
主
流
社
会
」で

あ
る
、
青
森
県
八
戸
市
で
も「
南
部
弁
の
日
」と
い
う
催
し
が
始
ま
り
ま
し
た

（
第
一
回
、
二
〇
一
三
年
一
二
月
開
催
。
第
四
回
は
、
二
〇
一
六
年
一
二
月

開
催
）。
こ
れ
は
、「
方
言
の
横
綱
」
と
呼
ば
れ
る
青
森
県
で
も
、
若
い
世
代

へ
の
方
言
の
継
承
に
危
機
感
を
持
っ
て
の
運
営
で
す
。

　

信
州
弁
の
今

　

さ
て
、
翻
っ
て
、
わ
れ
ら
が
信
州
弁
は
い
か
に
。

　

実
は
、
近
年
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
調
査
結
果（
＊
）が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

＊
清
水
は
る
な
氏
「
駒
ヶ
根
市
の
中
学
生
２
５
０
人
の
方
言
と
方
言

意
識
」『
こ
と
ば
と
文
化
』
第
八
号
（
長
野
・
言
語
文
化
研
究
会
）

二
〇
一
七
・
三

　

そ
れ
は
、
駒
ケ
根
市
の
中
学
生
は
、
六
割
以
上
の
割
合
で
、
信
州
人
な
ら

誰
で
も
が
知
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
「
ず
く
（
＝
や
る
気
・
根
気
・
精
力
）」
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を
知
ら
な
い
、
と
い
う
も
の
で
す
。

　

一
般
に
、
長
野
県
の
皆
さ
ん
は
、
共
通
語
使
用
意
識
が
高
い
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
東
京
式
の
ア
ク
セ
ン
ト
で
話
し
、
つ
ま
り

共
通
語
の
ア
ク
セ
ン
ト
で
話
し
、
さ
ら
に
標
準
語
形
分
布
率
全
国
第
六
位
と

い
う
位
置
で
す
の
で
、
当
然
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

と
は
言
え
、
大
人
の
方
で
す
と
、

　
「
お
ら
ほ
に
、
方
言
な
ん
か
、
あ
る
か
や
（
＝
自
分
た
ち
の
所
に
、
方
言

な
ど
、
あ
る
だ
ろ
う
か
？
）」と
か
、
学
生
の
皆
さ
ん
で
す
と

　
「
う
ち
ら
に
、方
言
な
ん
て
、あ
る
か
っ
ち
ゃ
（
＝
私
た
ち
に
、方
言
な
ど
、

あ
る
か
し
ら
）」あ
る
い
は

　
「
な
い
し
な
い
（
＝
な
い
で
し
ょ
う
）」

な
ど
と
、
ふ
り
返
り
つ
つ
、
実
は
し
っ
か
り
と
地
域
性
を
出
し
て
い
る
の
で

す
が
。

　

信
州
弁
の
未
来

　

と
い
う
訳
で
、
わ
れ
ら
が
上
田
女
子
短
期
大
学
生
の
意
識
は
、
い
か
が
な

も
の
で
し
ょ
う
か
。

　

今
回
の
よ
う
な
「
方
言
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
大
会
ご
と
に
、
好
き
な
信
州

方
言
に
つ
い
て
質
問
し
て
き
ま
し
た
。

　

◆
上
田
女
子
短
期
大
学
生
の
好
き
な「
信
州
の
言
葉
」

　
　
［
信
州
弁
サ
ミ
ッ
ト
］　　
［
信
州
方
言
フ
ェ
ス
タ
］　
［
信
州
弁
の
日
］

　
　
（
二
〇
一
二
）　　
　
　
　
（
二
〇
一
四
）　　
　
　
　
（
二
〇
一
七
）

　
　

ず
く　
　
　
　
　
　

10　
　

ず
く　
　
　
　

14　
　

～
し
な
い　
　

20

　
　

ず
く
な
し　
　
　
　

５　
　

こ
わ
い　
　
　

６　
　

ず
く　
　
　
　

12

　
　

～
し
な
い　
　
　
　

５　
　

と
ぶ　
　
　
　

６　
　

ず
く
な
し　
　

５

　
　

い
た
だ
き
ま
し
た　

２　
　

～
し
な
い　
　

４　
　

こ
わ
い　
　
　

３

　
　

べ
ち
ゃ
る　
　
　
　

２　
　

ぼ
け
る　
　
　

３　
　

と
ぶ　
　
　
　

３

　
　

へ
ら　
　
　
　
　
　

２　
　

～
か
や　
　
　

３　
　

う
つ
か
る　
　

２

　
　

こ
わ
い　
　
　
　
　

２　
　

し
み
る　
　
　

２　
　

ぼ
け
る　
　
　

２

　
　

～
か
や　
　
　
　
　

２　
　

と
び
っ
く
ら　

２　
　

Ｎ
Ａ　
　
　
　

２

　
　

Ｎ
Ａ　
　
　
　
　
　

11　
　

～
だ
に　
　
　

２　
　
　
　
　
（
八
六
人
）

　
　
　
　
（
総
数　

九
四
人
）　　

Ｎ
Ａ　
　
　
　

８

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
九
八
人
）

　

二
〇
一
二
年
か
ら
の
経
年
変
化
を
追
う
と
、
毎
回
、「
ず
く
」「
ず
く
な
し
」

が
上
位
に
あ
り
、
ホ
ッ
と
し
ま
す
。

　

次
に
掲
げ
る
県
内
各
地
の
事
例
を
見
て
も
、「
ず
く
」
は
、
信
州
方
言
の

キ
ー
ワ
ー
ド
で
す
ね
。

　

○「
ず
く
出
し
！
知
恵
出
し
！
お
も
て
な
し
。」（
長
野
県
お
も
て
な
し
プ

（人）
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ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
タ
イ
ト
ル
）

　

○「
ズ
ク
出
し
て　

夢
に
向
か
っ
て　

努
力
し
ま
す
」（
長
野
市
教
育
委
員

会
ほ
か
「
大
人
と
子
ど
も
の
心
得
八
か
条
」
の
第
八
条
）

　

○
上
田
市
の
ご
当
地
ヒ
ー
ロ
ー
「
六
文
戦
士
ウ
ェ
イ
ダ
ー
」
の
パ
ワ
ー
源

は
Ｚ
Ｕ
Ｋ
Ｕ

　

ウ
ィ
ー
ク
デ
ー
の
午
後
は
、「
ず
く
出
せ
テ
レ
ビ
」（
Ｓ
Ｂ
Ｃ
信
越
放
送
の

午
後
の
Ｔ
Ｖ
帯
番
組
）
を
お
楽
し
み
の
県
民
の
方
も
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

信
州
方
言
の
継
承
の
た
め
に
も
、
駒
ケ
根
市
の
中
学
生
の
皆
さ
ん
に
は
、

ぜ
ひ
と
も
本
学
で
学
ん
で
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
そ
う
で
す
ね
。

　
今
後
の
展
望

　

な
お
、
学
生
が
挙
げ
て
い
る
「
と
ぶ
」「
い
た
だ
き
ま
す
」
な
ど
は
、「
気

づ
か
れ
に
く
い
方
言
」（
＊
）
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

＊
形
態
や
意
味
あ
る
い
は
用
法
が
全
国
共
通
語
と
異
な
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
当
該
共
同
体
に
お
い
て
は
、
地
域
的
、
社
会
的
変
異
で
あ
る
こ
と

が
気
づ
か
れ
に
く
く
、
全
国
共
通
語
だ
と
意
識
さ
れ
て
い
る
言
語
現
象

や
言
語
変
異
体（
沖
裕
子
氏
執
筆
）。（『
日
本
語
大
辞
典（
上
）』
朝
倉
書

店　

二
〇
一
四
・
一
一
）

　
「
ず
く
」
を
使
う
場
合
、
そ
れ
が
方
言
で
あ
る
こ
と
を
意
識
し
て
い
る
こ

と
が
多
い
と
思
わ
れ
ま
す
が
、「
へ
ら（
＝
舌
）」「
そ
う
か
や
～（
＝
そ
う
か

な
あ
）」
と
言
う
時
に
は
、
そ
の
意
識
が
薄
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
「
気
づ
か
れ
に
く
い
方
言
」
は
、
ど
の
地
域
に
も
あ
り
、
今
後

は
、
こ
の
方
面
の
研
究
の
充
実
が
望
ま
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
あ
と
の
学
生
に
よ
る
研
究
発
表
の
テ
ー
マ
の
よ
う
な
接
触
交

流
地
域
の
調
査
・
研
究
（
＊
）
も
面
白
い
テ
ー
マ
で
す
。

　

＊
□
嬬
恋
方
言
と
上
田
方
言

　
　

□
諏
訪
地
域
の
方
言
と
山
梨
県
西
部
の
方
言

　
「
信
州
弁
の
日
」
は
、
信
州
弁
、
す
な
わ
ち
信
州
方
言
に
つ
い
て
語
る
と

と
も
に
、
信
州
の
地
で
、
コ
ト
バ
に
つ
い
て
弁
ず
る
日
で
す
。
長
野
県
内
外

か
ら
、
さ
ら
に
は
中
国
か
ら
本
学
に
集
っ
た
学
生
が
、
自
ら
の
コ
ト
バ
に
つ

い
て
語
り
ま
す
。

　

加
え
て
、方
言
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
演
劇
、エ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
、県
歌
「
信

濃
の
国
」
を
皆
様
と
共
に
楽
し
み
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

な
お
、
演
劇
の
中
で
、
演
者
が
用
い
る
各
地
の
方
言
に
つ
い
て
、
一
言
補

足
し
て
お
き
ま
す
。
長
野
県
内
は
も
と
よ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
地
域
の
方
言
が

出
て
き
ま
す
が
、
演
じ
る
学
生
に
と
っ
て
は
、
両
親
の
言
葉
で
あ
っ
た
り
、

祖
父
母
に
聞
か
せ
て
も
ら
っ
た
り
し
た
言
葉
で
す
。

　

本
学
の
小
池
明
学
長
は
、
学
生
た
ち
に
向
け
て
、
イ
ギ
リ
ス
は
マ
ン
チ
ェ

ス
タ
ー
の
あ
る
家
の
家
訓
を
紹
介
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、

「
い
か
に
平
凡
で
あ
れ
、
自
分
の
履
歴
を
大
切
に
し
な
さ
い
。
そ
れ
こ
そ
移
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り
行
く
時
の
流
れ
の
中
に
あ
っ
て
、
唯
一
の
財
産
な
の
だ
か
ら
」

と
い
う
も
の
で
す
。

　

今
回
、
こ
の
言
葉
を
受
け
と
め
た
学
生
た
ち
が
、
こ
の
よ
う
な
形
で
表
現

し
て
く
れ
て
、
非
常
に
う
れ
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
最
後
ま
で
、
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

〔
当
日
会
場
配
布
の
レ
ジ
ュ
メ
の
内
容
を
織
り
込
ん
で
再
録
し
た
。〕

三
、
来
場
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
分
析

　

当
日
は
、
荒
天
に
も
め
げ
ず
、
一
般
の
方
も
、
県
内
外
各
地
か
ら
四
十
名

弱
、
ご
来
場
く
だ
さ
っ
た
。

　

終
了
後
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
お
願
い
し
た
う
ち
、
次
回
以
降
の
改
善
点
と

す
べ
き
項
目
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。

　

○
学
生
の
マ
イ
ク
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

　
　

□
せ
っ
か
く
の
内
容
が
聴
き
取
り
に
く
い
。

　
　
　

→
座
席
位
置
に
よ
っ
て
、聞
こ
え
に
く
い
場
合
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

　
　
　

座
席
を
特
定
し
、
誘
導
の
際
に
気
を
つ
け
た
い
。

　
　

□
話
す
ス
ピ
ー
ド
が
ま
ち
ま
ち
。

　
　
　

→
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
技
術
を
さ
ら
に
磨
き
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の

リ
ハ
ー
サ
ル
を
十
分
に
行
う
よ
う
に
し
た
い
。

　

○
進
行
・
運
営

　
　

□
終
了
時
刻
は
正
確
に
す
べ
き
。

　
　
　

→
午
後
開
催
で
も
よ
い
の
で
は
、
と
の
ご
提
案
も
あ
り
、
全
体
を
見

直
す
時
の
参
考
と
し
た
い
。

　

総
じ
て
は
、
学
生
の
発
表
・
演
劇
・
ダ
ン
ス
に
高
評
価
を
い
た
だ
い
た
が
、

右
の
よ
う
な
ご
意
見
を
踏
ま
え
、
よ
り
良
い
企
画
運
営
を
心
が
け
た
い
。

四
、
方
言
を
教
材
に
し
た
総
合
学
習
の
展
開

　

四

－

一
、
国
語
教
科
書
に
お
け
る
「
方
言
」
の
扱
い

　

ま
ず
、
現
行
の
国
語
教
科
書
を
通
覧
す
る
。

　

小
学
校
で
は
、
現
行
の
学
習
指
導
要
領
（「
共
通
語
と
方
言
の
違
い
を
理

解
し
、
ま
た
、
共
通
語
で
話
す
こ
と
。」）
に
対
応
し
、
五
年
生
の
教
科
書
で

扱
わ
れ
て
い
る
。
主
な
教
材
内
容
を
比
較
し
て
み
る
。

　

○
光
村
図
書
『
国
語　

五　

銀
河
』二
〇
一
五
・
二

　
　
「
方
言
と
共
通
語
」（
１
頁
）

　
　
　
　

…
…
塩
味
の
足
り
な
い　

し
る
の
味
を
ど
う
表
現
す
る
か〈
方
言

地
図
〉

　

○
教
育
出
版
『
ひ
ろ
が
る
言
葉　

小
学
国
語　

五
上
』
二
〇
一
五
・
一

　
　
「
方
言
と
共
通
語
」（
２
頁
）
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…
…
物
事
の
名
前
・「
ゆ
っ
く
り
」
の
俚
言
・「

－

し
な
い
・

－

で

き
な
い
」
の
俚
言
・
ア
ク
セ
ン
ト

　
　
　
　
（
問
）
み
な
さ
ん
の
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
は
？

　

○
学
校
図
書
『
み
ん
な
と
学
ぶ　
小
学
校
国
語　
五
年
上
』二
〇
一
五
・
二

　
　
「
言
葉
の
い
ず
み
２　

方
言
と
共
通
語
」（
４
頁
）

　
　
　
　

…
…
地
方
独
自
の
言
葉
と
発
音
・
地
方
独
自
の
ア
ク
セ
ン
ト
・
共

通
語
・
言
葉
の
使
わ
れ
る
は
ん
囲
・
方
言
と
共
通
語
の
そ
れ

ぞ
れ
の
良
さ

　
　
　
　
（
問
）「
あ
り
が
と
う
・
す
て
る
・
来
な
い
」
の
地
方
差
を
調
べ
る
・

住
ん
で
い
る
地
域
の
方
言
を
調
べ
る

　

○
東
京
書
籍
『
新
編　

新
し
い
国
語　

五
』
二
〇
一
五
・
二

　
　
「
方
言
と
共
通
語
」（
２
頁
）

　
　
　
　

…
…
い
ろ
い
ろ
な
お
礼
の
言
葉

　

扱
う
分
量
に
開
き
が
大
き
い
（
最
大
４
倍
差
）。
ま
た
、
説
明
に
終
始
す

る
も
の
と
、
説
明
を
受
け
、
問
を
発
す
る
も
の
（
教
育
出
版
・
学
校
図
書
）

と
が
あ
り
、
展
開
に
違
い
も
あ
る
。
ま
た
、
目
次
に
教
材
名
を
明
示
し
て
い

な
い
例
（
教
育
出
版
・
東
京
書
籍
）
も
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
全
国
に
目
を
向
け
さ
せ
る
以
上
、
日
本
地
図
は
示
し
て
お
き
た

い
（
教
育
出
版
は
、
な
し
）。

　

中
学
校
で
は
、
現
行
の
学
習
指
導
要
領
（「
共
通
語
と
方
言
の
果
た
す
役

割
を
理
解
す
る
こ
と
」）
を
受
け
、
二
年
生
の
教
科
書
で
登
場
す
る
。
主
な

教
科
書
を
見
比
べ
て
み
る
。

　

○
光
村
図
書
『
国
語
２
』
二
〇
一
六
・
二

　
　
「
言
葉
３　

方
言
と
共
通
語
」（
２
頁
）

　
　
　
　

…
…
語
句
、
表
現
の
違
い
・
文
法
（
文
末
表
現
）
の
違
い
・
発
音

の
違
い
・〈「
捨
て
る
」
の
方
言
分
布
図
〉

　

○
東
京
書
籍
『
新
編　

新
し
い
国
語
２
』
二
〇
一
六
・
二

　
　
「
日
本
語
探
検
１　

方
言
と
共
通
語
」（
２
頁
）

　
　
　
　

…
…
定
義
の
確
認
・
方
言
の
こ
れ
か
ら
・〈「
と
て
も
」の
分
布
地
図
〉

　
　
　
　
（
問
）
自
分
の
住
ん
で
い
る
地
域
で
の
調
査
・
言
い
換
え

　

○
三
省
堂
『
現
代
の
国
語
２
』
二
〇
一
六
・
二

　
　
「
こ
と
ば
発
見
２　

方
言
と
共
通
語
」（
２
頁
）

　
　
　
　

…
…
地
域
に
よ
る
違
い
・
方
言
と
共
通
語
の
使
い
分
け
・
ア
ク
セ

ン
ト
・〈「
こ
わ
い
」
を
「
疲
れ
た
」
の
意
味
で
使
う
分
布
図
〉

　
　
　
　
（
問
）
自
分
の
地
域
の
方
言
と
共
通
語
の
違
い
・
ア
ク
セ
ン
ト
の

違
い
・
使
い
分
け
の
場
面
は
？

　

分
量
・
分
布
図
の
提
示
は
、
共
通
で
あ
る
。
違
い
は
、
問
の
有
無
で
あ
る
。

　

高
等
学
校
で
は
、
指
導
要
領
に
「
方
言
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
が
出
て
こ

な
い
。
管
見
で
は
、
現
行
の
国
語
科
教
科
書
に
お
い
て
、
次
の
一
例
の
み
目

に
留
ま
っ
た
。
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○
大
修
館
書
店
『
精
選　

国
語
総
合　

新
訂
版
』
二
〇
一
七
・
四

　
　
「
評
論（
四
）言
語
と
社
会　
『
方
言
コ
ス
プ
レ
』
現
象　

田
中
ゆ
か
り
」

（
９
頁
）

　

現
代
日
本
語
に
お
け
る
方
言
事
象
を
論
じ
て
お
り
、
生
徒
の
関
心
を
強
く

ひ
く
教
材
で
あ
る
。小
学
校
か
ら
の
学
び
の
積
み
上
げ
を
生
か
す
意
味
で
も
、

同
種
の
教
材
の
採
用
を
望
む
も
の
で
あ
る
。

　

四

－

二
、
総
合
学
習
へ
の
展
開
の
具
体
例

　
　
（
一
）
カ
ル
タ
・
日
め
く
り
等
の
作
成

　

ご
当
地
カ
ル
タ
の
作
成
が
、
お
り
お
り
話
題
に
な
る
が
、
一
歩
踏
み
込
み
、

「
方
言
カ
ル
タ
」
の
作
成
を
目
論
み
た
い
。
読
み
札
の
作
成
に
、
方
言
を
入

れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
言
葉
と
向
き
合
う
こ
と
に
な
る
。
調
べ

学
習
だ
け
で
は
、
当
然
不
足
す
る
の
で
、
家
族
・
地
域
の
人
々
に
協
力
を
求

め
る
こ
と
に
な
り
、
そ
こ
で
異
世
代
交
流
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
経
験

す
こ
と
が
期
待
で
き
る
。
ま
た
、
取
り
札
の
絵
柄
を
工
夫
す
る
こ
と
で
、
国

語
科
を
超
え
、
図
画
工
作
・
美
術
教
育
と
の
連
携
に
踏
み
出
せ
る
。
そ
の

先
進
事
例
と
し
て
、
佐
藤
髙
司
・
本
多
正
直『
群
馬
県
民
の
知
ら
な
い
上
州

弁
の
世
界『
ぐ
ん
ま
方
言
か
る
た
』
の
秘
密
』（
共
愛
学
園
前
橋
国
際
大
学

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
Ⅷ　

上
毛
新
聞
社
二
〇
一
七
・
三
）
が
あ
る
。

　

ま
た
、
カ
ル
タ
と
並
ん
で
、「
日
め
く
り
」
を
作
成
し
、
そ
の
標
語
を
考

え
る
よ
う
に
し
た
い
。
方
言
を
織
り
込
む
よ
う
に
工
夫
す
る
こ
と
は
、
カ
ル

タ
の
読
み
札
作
成
と
同
趣
旨
と
な
る
。

　
　
（
二
）
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

　
　
　

①
方
言
グ
ッ
ズ
の
収
集
・
分
析

　

か
つ
て
は
、観
光
地
の
土
産
物
店
に
は
、ご
当
地
の
方
言
番
付
を
あ
し
ら
っ

た
手
拭
や
湯
飲
み
が
売
ら
れ
て
い
た
。
現
在
、
そ
う
し
た
方
言
グ
ッ
ズ
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
商
品
に
よ
る
展
開
が
な
さ
れ
て
い
る
。
の
み
な
ら
ず
、
方
言
を

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
に
し
た
標
語
や
ポ
ス
タ
ー
も
目
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

自
分
の
生
活
圏
に
、
そ
の
よ
う
な
事
例
を
求
め
、
分
析
す
る
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
。
調
査
の
手
掛
か
り
と
し
て
、
次
の
文
献
が
有
用
で
あ
る
。

　
　

井
上
史
雄
・
大
橋
敦
夫
・
田
中
宣
廣
・
日
高
貢
一
郎
・
山
下
暁
美
『
魅

せ
る
方
言　

地
域
語
の
底
力
』（
三
省
堂
書
店　

二
〇
一
三
・
一
一
）

　

ま
た
、
本
書
の
基
と
な
っ
た
Ｈ
Ｐ
の
サ
イ
ト
も
、
ヒ
ン
ト
と
な
る
。

　
　

三
省
堂　

総
合
Ｈ
Ｐ
内
の
バ
ナ
ー
「W

ord
-W

ise W
eb

」
内
に
あ
る

「
地
域
語
の
経
済
と
社
会
」

　

分
析
の
観
点
と
し
て
は
、
選
ば
れ
て
い
る
俚
言
と
選
ば
れ
た
理
由
、
ど
ん

な
商
品
・
非
商
品
と
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
れ
て
い
る
か
、
反
響
に
つ
い
て
、
等
が

考
え
ら
れ
る
。
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②
「
出
世
魚
」
の
比
較
か
ら

　

高
等
学
校
の
家
庭
科
の
資
料
集
に
、
主
な
地
域
の
「
出
世
魚
」
を
紹
介
し

た
も
の
（
＊
）
が
あ
る
。

　
　

＊『
生
活
学
Ｎ
ａ
ｖ
ｉ 

資
料
＋
成
分
表
２
０
１
５
』（
実
教
出
版
株
式

会
社
）で
は
、
出
世
魚
の
代
表
格
で
あ
る
ブ
リ
を
取
り
上
げ
、
東
京

市
場
・
富
山
・
紀
伊
半
島
・
大
阪
・
兵
庫
・
高
知
の
例
を
比
較
し
て

い
る
（
二
三
五
頁
）。

　
「
出
世
魚
」
は
、
海
の
魚
ば
か
り
と
は
、
限
ら
な
い
。
海
な
し
県
の
信
州

で
も
、
川
魚
の
鯉
を
愛
好
す
る
佐
久
地
域
で
は
、
次
の
よ
う
に
「
出
世
」
す

る
。

　
　

ア
オ
ッ
コ
も
し
く
は
コ
イ
ッ
コ
（
幼
魚
）→
ト
ウ
ザ
イ
（
当
歳
・
一
年

目
）→
チ
ュ
ウ
ッ
パ
（
中
羽
・
二
年
目
）→
キ
リ
ゴ
イ
（
三
年
目
で
出
荷
）

　

そ
の
地
域
で
、
生
活
文
化
上
、
関
心
を
寄
せ
て
い
る
分
野
の
語
彙
は
豊
富

に
な
る
。
方
言
集
・
方
言
辞
典
等
を
手
掛
か
り
に
、
地
域
の
言
語
的
文
化
重

点
領
域
を
探
る
学
習
を
展
開
し
た
い
。

　
　
　

③
俚
言
を
含
む
「
こ
と
わ
ざ
」
の
収
集
・
分
析

　

地
域
特
有
の
こ
と
わ
ざ
の
中
に
は
、
方
言
を
含
む
も
の
も
あ
る
。
そ
れ
ら

の
分
析
を
通
じ
て
、
理
科
や
社
会
科
（
地
理
・
歴
史
）
の
知
見
を
得
る
こ
と

に
結
び
つ
け
た
い
。

　

具
体
例
を
見
て
み
る
。

　
　

鍋
・
釜
・
か
ま
ど
の
ヘ
ッ
タ
（
＝
底
・
尻
。
群
馬
方
言
）
に
、
火
が
つ

く
と
風
が
吹
く

　

こ
れ
は
、
ど
ん
な
状
況
を
述
べ
た
も
の
か
と
い
う
と
、

　
　

低
気
圧
や
前
線
な
ど
が
接
近
中
の
湿
り
気
で
、
焚
き
木
が
不
完
全
燃
焼

す
る
と
、
鍋
や
釜
の
底
に
煤
が
着
き
や
す
く
、
狐
火
と
な
っ
て
チ
カ
チ

カ
赤
く
見
え
る
。
そ
し
て
間
も
な
く
低
気
圧
な
ど
が
通
過
し
（
発
達
す

れ
ば
な
お
さ
ら
）
強
い
吹
き
返
し
の
風
が
吹
き
出
す
の
で
あ
る
。

と
い
う
事
情
で
あ
る
（
注
１
）。

　

ま
た
、
動
植
物
名
は
、
方
言
の
宝
庫
で
も
あ
る
。

　
　

ス
ト
ト
（
＝
ホ
オ
ジ
ロ
）
が
騒
ぐ
と　

雪
が
降
る
（
群
馬
県
六
合
村
）

　
　

チ
チ
ン
（
＝
セ
キ
レ
イ
）
が
鳴
く
と　

雨
（
群
馬
県
嬬
恋
村
）

　

さ
ら
に
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
内
容
か
ら
、
往
時
を
偲
ぶ
こ
と
が
で
き
る

例
も
あ
る
。

　
　

汽
車
の
音
が
よ
く
聞
こ
え
る
と
雨
（
長
野
県
上
田
市
小
牧
な
ど
）

　

現
在
は
廃
線
と
な
っ
て
い
る
電
車
路
線
が
、
生
活
の
中
に
根
付
い
て
い
た

こ
と
を
窺
わ
せ
た
り
、
列
車
の
動
力
が
変
化
（
蒸
気
→
電
気
）
し
た
り
し
た

こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
理
科
的
視
点
と
共
に
、
地
域
史
・

産
業
史
に
も
展
開
し
う
る
例
が
存
在
す
る
。

　
「
こ
と
わ
ざ
」
は
、
方
言
を
含
ま
な
い
も
の
も
収
集
し
、
こ
の
際
、
学
際
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的
理
解
に
も
役
立
て
た
い
。

　
　
　

④
「
も
の
も
ら
い
（
麦
粒
腫
）」
の
治
し
方
に
つ
い
て
の
分
析

　

病
気
に
か
か
わ
る
俚
言
の
調
査
に
付
随
し
て
、
そ
の
治
療
法
に
つ
い
て
も

尋
ね
る
場
合
が
あ
る
。バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
豊
富
な
回
答
が
期
待
で
き
る
の
が
、

「
も
の
も
ら
い
（
麦
粒
腫
）」
の
治
し
方
に
つ
い
て
で
あ
る
。

　

所
に
よ
っ
て
は
、「
○
○
寺
の
湧
水
で
洗
う
と
治
る
」
と
伝
え
ら
れ
て
い

る
例
が
出
て
く
る
。
現
在
、
医
学
的
に
は
、
水
で
洗
う
こ
と
は
無
効
と
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
う
し
た
民
間
療
法
が
ま
か
り
通
っ
て
い
た
時
期
は
、
○
○
寺

の
湧
水
が
地
域
で
尊
重
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
で
も
あ

る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
背
景
を
読
み
解
く
よ
う
に
努
め
る
と
、
地
域
史
の
解
明
に
通

ず
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。

　
　
（
三
）
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　

①
演
劇
・
語
り

　

国
語
教
科
書
か
ら
戯
曲
・
演
劇
台
本
が
消
え
て
し
ま
っ
た
が
、
演
劇
教
育

の
意
義
は
、
依
然
と
し
て
価
値
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
既
成
の
台
本
の
方

言
訳
か
ら
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
成
へ
と
進
み
た
い
も
の
で
あ
る
（
注
２
）。

　

舞
台
で
演
ず
る
と
い
う
経
験
も
、
ま
さ
に
総
合
的
な
学
力
表
現
と
言
え
、

そ
れ
は
民
話
・
昔
話
等
の
「
語
り
」
の
実
践
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

　
　
　

②
民
謡
・
歌
謡
曲
の
創
作
、
舞
踊
・
振
付
の
創
作

　

す
で
に
方
言
が
歌
い
こ
ま
れ
た
民
謡（「
秩
父
音
頭
」な
ど
）・
歌
謡
曲（「
麦

畑
」
な
ど
）
も
あ
る
が
、
そ
の
創
作
、
さ
ら
に
は
、
舞
踊
・
振
付
の
創
作
へ

と
進
み
た
い
。
若
い
感
性
が
、
方
言
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
る
の
か
が

表
現
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

　
　
　

③
地
域
の
紹
介

　
「
信
州
方
言
フ
ェ
ス
タ
」（
二
〇
一
四
）・「
信
州
弁
の
日
」（
二
〇
一
七
）

で
実
践
し
た
が
、
短
時
間
で
地
域
の
紹
介
を
す
る
中
に
、
方
言
を
織
り
込
む

工
夫
を
求
め
た
。
ク
イ
ズ
形
式
あ
り
、
自
己
流
ラ
ン
キ
ン
グ
あ
り
、
未
知
の

聞
き
手
に
対
し
て
、
興
味
を
湧
か
せ
る
よ
う
に
す
る
の
が
工
夫
の
し
ど
こ
ろ

で
あ
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
と
い
う
点
で
は
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
利
用
す
る

こ
と
が
一
般
的
で
あ
り
、
画
像
の
選
択
・
著
作
権
・
色
使
い
・
レ
イ
ア
ウ
ト

等
、
学
ぶ
項
目
は
多
岐
に
渡
る
こ
と
に
な
る
。

五
、
ま
と
め

　

方
言
は
、
国
語
科
の
学
習
項
目
で
は
あ
る
が
、
以
上
の
よ
う
に
、
さ
ま
ざ

ま
な
教
科
（
理
科
・
社
会
・
音
楽
・
図
画
工
作
・
美
術
・
家
庭
等
）
と
の
連

携
が
可
能
で
あ
る
。
小
学
校
か
ら
高
等
学
校
に
至
る
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
齢
に
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応
じ
た
総
合
学
習
の
展
開
が
企
画
で
き
る
。
ま
た
、
学
問
分
野
と
し
て
は
、

民
俗
学
や
郷
土
史
に
も
、
目
を
向
け
る
こ
と
と
な
り
、
横
断
的
な
視
点
の
獲

得
に
も
つ
な
が
る
。

　

こ
れ
ま
で
に
、
そ
の
積
み
上
げ
も
な
さ
れ
て
い
る
（
注
３
）
が
、
さ
ら
に

実
践
を
積
み
上
げ
る
こ
と
で
深
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
も
の
で
あ
る
。

　

そ
の
際
、
札
埜
和
男
氏
が
警
鐘
を
鳴
ら
さ
れ
て
い
る
点
（「
生
徒
（
あ
る

い
は
児
童
、子
供
）
の
た
め
に
」
と
い
う
視
点
を
欠
い
た
「
方
言
絶
対
主
義
」

に
陥
ら
な
い　

注
４
）
に
も
目
を
む
け
る
よ
う
に
し
た
い
。

（
注
）

１
．
青
木
慶
一
郎
『
群
馬
の
天
気
こ
と
わ
ざ　

現
代
科
学
と
の
接
点　

』

上
毛
新
聞
社
一
九
八
六
・
九
（
以
下
の
群
馬
の
例
も
本
書
に
よ
る
）

２
．
先
進
事
例
と
し
て
、
次
の
も
の
が
あ
る
。「
方
言
で
演
じ
る
地
域
の
歴

史
［
岩
手
県
大
船
渡
市
立
綾
里
小
学
校
］」（
佐
藤
亮
一
監
修
『
ポ
プ
ラ

デ
ィ
ア
情
報
館　

方
言
』）
ポ
プ
ラ
社　

二
〇
〇
七
・
三

３
．
日
本
方
言
研
究
会
で
は
、
松
丸
真
大
氏
（
滋
賀
大
学
准
教
授
）
が
中
心

と
な
っ
て
、
教
育
現
場
に
お
け
る
方
言
教
育
の
実
践
例
を
収
集
、
情
報
提

供
に
努
め
ら
れ
て
い
る
。

４
．
札
埜
和
男
氏
「
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
と
し
て
の
方
言
教
育　

方

言
教
育
は
誰
の
た
め
か　

」『
方
言
の
研
究
』
２
（
日
本
方
言
研
究
会　

二
〇
一
六
・
九
）

【
参
考
文
献
】

　

大
橋
敦
夫
・
阿
部
博
美
「
方
言
と
総
合
学
習　

高
等
学
校
で
の
実
践

を
例
に　

」『
こ
と
ば
と
文
化
』
第
四
号
（
長
野
・
言
語
文
化
研
究
会

二
〇
〇
七
・
三
）

　

大
橋
敦
夫
「〈
研
究
ノ
ー
ト
〉「
気
づ
か
れ
に
く
い
方
言
」
も
し
く
は
「
教

育
方
言
」
収
集
の
す
す
め
」（
長
野
県
国
語
国
文
学
会
『
研
究
紀
要
』
第

十
号　

二
〇
一
三
・
一
二
）




